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基本課題 

施策展開の方向性 
（重点施策）

「
世
界
と
闘
え
る
愛
知
」
を
支
え
る

５ 信頼のおける 

  情報通信社会への進化 

４ 

  情報通信産業への進化

３ で加速する 

  地域 への進化

２ 暮らしに役立つ 

  行政サービスへの進化 

１ クラウドをベースとした 

  業務システムへの進化 
産
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■クラウドコンピューティングな

どの新技術を生かして、効率的

な業務システムを確立すること

が重要

■高度なICT環境を生かして、県

民生活の不安を解消していくこ

とが重要

■高度な ICT 環境を生かしながら

地域資源の情報発信力を強化し、

国内外で存在感のある地域ブラ

ンド力を構築することが重要

■情報通信関連製造業が次世代自

動車などのモノづくりの高付加

価値化を支えていくことが重要 

■多様な主体と連携しながら、情

報通信社会の安全性を高めると

ともに、インターネット等の未

利用者の不利益を軽減すること

が重要 

１ 年次レポートの趣旨 
愛知県では平成23年12月に策定した「あいちＩＣＴアクションプラン２０１５」にお

いて、地域や県庁の特性と昨今の外部環境の変化を分析した基本課題を踏まえ、情報通信技術

（ＩＣＴ）の分野における５つの施策展開の方向性（重点施策）を下図のとおり設定しまし

た。 

年次レポートでは、計画の進行管理のために、各重点施策に対する主な取組を報告すると

ともに、今後の計画や計画を進める上での課題を確認していきます。 

  本紙は201３年度版に続く３回目の年次レポートになります。 
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２ ２５年度の主な実施状況 
「あいちＩＣＴアクションプラン２０１５」で掲げた重点施策について、２５年度   

（２０１３年度）に実施した主な取組の内容を報告します。

アクションプランの施策項目

項目 解決すべき課題及び施策の展開

1-1 自治体クラウ

ドの推進 

・自治体間の業務の標準化

・災害時に強い業務システムの構築  等

1-2 業務システム基

盤の再構築 

 ２５年度ポイント

・高コストな汎用コンピュータからの移行（汎用コンピュータの廃止）

・サーバ統合による運用経費の低減  等

1-3 業務システムの

開発・改修 

・新公会計制度の導入などによるシステムの開発・改修の計画的な実施  等

1-4 携帯情報端末を

活用した業務改善 

・新たな携帯情報端末の活用の検討

1-5 業務システム調

達プロセスの改善 

・業務システムの開発・改修にあたって、透明性、公平性、競争性を確保した調

達の実施

1-6 情報通信基盤の

強化 

・ネットワークに接続されていない単体パソコンのネットワーク化

・増大する情報量に対する情報通信基盤の迅速な見直し

【１-１自治体クラウドの推進】

目標：クラウドコンピューティングにより効率的で災害に強い業務システムに転換します。 

○ クラウド移行に向けた取組 

2５年度は、前年度に引き続き市町村によるグループ活動として、共同評価グループでは

クラウド・サービスの選定作業、調整グループではクラウドへの移行に向けた調整作業な

どに対し、専門的知識を有する事業者の支援を受けて活動を行いました。 

また、２５年度には新たに内部事務系システムについても、クラウド移行に向けたグル

ープを結成し、活動を開始しました。 

併せて、前年度に作成したグループ活動を円滑に行うために必要な文書（ＲＦＩ（情報提

供依頼書）、ＲＦＰ（提案依頼書）等）の雛形について、見直しや追加を行いました。 

重点施策１ クラウドをベースとした業務システムへの進化

２５年度ポイント ：２５年度に実施した取組のうち、注目施策を示しています。

完了 ：２５年度に完了した施策を示しています。
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【１-２業務システム基盤の再構築】

 目標：汎用コンピュータからサーバシステムへの移行により、経費削減や安定的運用を図 

    ります。 

○ 汎用コンピュータの廃止 完了  ２５年度ポイント 

 IT 経費の低減、情報システムの安定的な稼動及び効率化といった目的のため、汎用コ

ンピュータ上で稼動していた、人事、税、県営住宅関連の情報システムを個別サーバへ、

それ以外のシステムを共通サーバ（庁内クラウド）へ移行を進めてきました。

２５年度は、それぞれ統合テスト、データ移行を行い、個別サーバは２５年１０月から

順次稼動し、庁内クラウドは２６年４月から本稼動しました。これにより汎用コンピュー

タを廃止しました。 

業務システム基盤の再構築と段階的なシステム統合イメージ（簡略版） 

【
従
来
】

【汎用コンピュータシステム】 【個別サーバシステム】

【
現
状
】
【
２
段
階
】

【共通サーバ化】

【個別サーバ化】 【共通サーバ化】 【個別サーバ】

【個別サーバ化】
【パブリック

クラウド化】
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 【１-３業務システムの開発・改修】

目標：行政を取り巻く環境変化を見据えながら、業務システムの開発・改修を図ります。 

○ 業務システムの新公会計制度への対応 

２５年度は複式簿記・発生主義会計を採り入れた新公会計制度が導入されたことに伴い、

財務システム、予算編成支援システム、公有財産管理システム、建設行政情報システム及び

建設資産管理システムで新公会計制度に対応したシステムが本格稼動しました。

【１-４携帯情報端末を活用した業務改善】

目標：新たな携帯情報端末を業務改善に活かします。 

○ 用地補償の概要説明への動画利用 

用地補償事務を円滑に進めることを目的として、用地補償の概要を地権者に説明する動

画を制作し、事業説明会、用地交渉現場等において活用する実証実験を行いました。

その結果、用地補償の内容について非常にわかりやすくなり、地権者の方の理解が進み、

具体的な質問がなされるなど一定の成果が認められました。今後は、携帯情報端末を使っ

た検証を行います。

 【１-５業務システム調達プロセスの改善】

目標：業務システムの調達プロセスを統制し、経費削減を図ります。 

○ 情報システム調達の適正化 

情報システム適正化事業の支援対象となる８のシステムを選定し、ITの専門的知識を持
つコンサルタントから支援を受け、「①調達予定価格適正化」と「②調達仕様書作成」を行

いました。

①の調達予定価格適正化支援作業により、各部局の当初想定価格より１６．３％抑制す

ることができました。また、②の調達仕様書作成支援作業で、入札における透明性、公平性、

競争性を確保しました。

この他、各部局の業務システム担当職員に対し、情報システム調達に関する知識の底上

げを目的として、「情報システム適正調達研修」を２５年６月に実施し、３７名が参加しま

した。
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アクションプランの施策項目

項目 解決すべき課題及び施策の展開

2-1 楽しさを視点に

置いた「ネットあ

いち」の 

   リニューアル 

・トップページの掲載項目を、利用しやすい項目に改善

・複数の広報媒体の効果的な連携  等

2-2 ネットコンテン

ツの充実 

２５年度ポイント 

・県民向けコンテンツの周知や使いやすさ向上

・新たな情報提供、情報鮮度の維持への取組  等

2-3 安全情報伝達体

制の強化 

・災害時の避難勧告、被災者の安否情報などの迅速・確実な伝達

・防犯と安全に関する情報についても迅速・確実な対応の必要性 等

2-4 ICTを生かした

教育の充実 

・子どもたちが情報を適切かつ効果的に活用できる能力の向上

・分かりやすい授業を実現するための方法のひとつとしてＩＣＴの効果的な活用

2-5 地域に応じた医

療福祉体制の構築 

・在宅医療・在宅ケアの推進体制の確立や、画像伝送、生体情報伝送など遠隔医

療システムの普及・電子カルテの導入   等

【2-1楽しさを視点に置いた「ネットあいち」（http://www.pref.aichi.jp/）のリニューアル】 

 目標：「ネットあいち」をリニューアルし、利用者の拡大を図ります。

○ イベント情報等を発信するワクワクあいちの充実

（http://www.pref.aichi.jp/joho/wakuwaku/）

（１）知事の名刺で使用されている愛知の農林水産物・特産品のPR用画像をダウンロード

できるように掲載していますが、25 年度はその画像を一新するとともに、B－1グラ

ンプリin豊川のＰＲ名刺を追加しました。 

（２）これまでのTwitter、Facebookに加え、LINE@を開設しました。 

重点施策２ 暮らしに役立つ行政サービスへの進化
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【2-2ネットコンテンツの充実】 

 目標：ネットコンテンツを充実させ、県民の暮らしを便利にします。

○ スポーツ大会情報発信サイトの作成・運用 ２５年度ポイント 

本県のスポーツ大会情報や、スポーツ施設、スポーツ合宿地等を紹介する Web サイト

「あいスポ」を作成しました。また、QRコードを雑誌等に掲載するとともに、関連スポー

ツ大会である「マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知」などのWebサイトにもバナーを

掲載し、このサイトの周知を図りました。 

○ 安全に暮らせるまちづくりの動画制作・配信 

安全に暮らせるまちづくりを目指す取組の一環として、県民の防犯・交通安全意識の高

揚を図るため、動画配信による啓発活動を行いました。 

・住宅対象侵入盗対策を３本、交通事故防止対策を４本の計７本の動画を制作し、 

You Tubeで配信しました。 

○ 愛知県オープンデータカタログの設置 

本県が保有するデータを公開する環境を整備し、公開を進めていくことにより、行政の

透明性・信頼性の向上を図るとともに、公開されたデータを利活用した新たなビジネスの

創出、社会・経済の発展に寄与することを目指しています。 

２５年度は、新たに、「愛知県オープンデータカタログ」を試行版サイトとして開設し、

７５件のデータを公開しました。 
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【2-５地域に応じた医療福祉体制の構築】 

 目標：ICTを活用し、安心できる医療福祉体制をつくります。 

  ○ 地域包括ケアシステム構築におけるＩＣTシステムの導入 

    「あいちの地域包括ケアを考える懇談会」から「地域包括ケアシステム構築に向けた提

言」がとりまとめられ県へ提出されましたが、その中で医療と介護で患者情報等を共有す

るためにＩＣＴの利活用が望まれる旨、提言されました。 

 なお、２６年度から提言を踏まえた地域包括ケアモデル事業を県内９か所で実施し、Ｉ

ＣTシステムの導入を目指します。 

  ○ 県立の病院における電子カルテの導入 

    心身障害者コロニーでは、30年度の療育医療総合センター（仮称）の開所にあわせて、

電子カルテシステムなど医療情報システムの導入を目指します。２５年度には医療情報シ

ステム導入準備委員会を設置するとともに、ワーキンググループにて意見交換や業務運用

フロー・伝票類等の確認整理を行いました。 

○ 第二青い鳥学園への電子カルテの導入 

第二青い鳥学園では、２７年度開所予定の移転改築整備にあわせて、電子カルテシステ

ムを導入します。２５年度は、基本計画・仕様書作成を行いました。 
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アクションプランの施策項目

項目 解決すべき課題及び施策の展開

3-1｢PLAY! AICHIプロ

ジェクト｣の推進 

２５年度ポイント

・日本、さらには世界の中で存在感のある地域ブランドを構築していくために、

本県固有の観光資源・文化芸術・特産品などの情報発信が必要

3-2 ソーシャルメディ

アの活用 

・地域資源の発掘、磨き上げ、情報発信を一体的に行うことが必要

・ソーシャルメディアの特性に配慮しながら、ソーシャルメディアの持つ力を

情報発信や地域づくりに生かしていくことが必要

3-3 訴求力の高い観光

コンテンツの充実 

・スマートフォン向け観光アプリやＡＲ技術を活用した情報発信の拡大

・国内に限らず、東アジアなど海外に対する情報発信の強化

3-4 親しみやすい文化

芸術コンテンツの充

実 

・文化芸術情報の積極的な情報発信

3-5 魅力が際立つ特産

品コンテンツの充実 

・他の特産品との差別化を図るため、特産品の良さ（価値）を消費者に分かり

やすく伝えることが必要

3-6 企業等との連携に

よる情報発信力の強

化 

・企業やＮＰＯとの連携はまだ限定的で、拡大が必要

【3-１「PLAY! AICHIプロジェクト」の推進】 

 目標：観光・文化芸術・特産品の動画配信を促進し、地域振興や地域ブランド力の強化につ

なげます。 

○ PLAY! AICHI地域特派員 ２５年度ポイント

  海部地域を盛り上げるため、地元

アイドルユニット「海部地域盛り上

げ 隊 （ AMT ）」 を 結 成 し 、      

PLAY! AICHI 地域特派員に任命し

ました。 

  海部地域７市町村を紹介するＰＲ

動画「水と生きる海部地域」のレポー

ターとして、動画の制作・配信を通し

て、地域活性化の取組を行いました。 

重点施策３ デジタルコンテンツで加速する地域ブランディングへの進化
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○ PLAY! AICHI特派員 

  “住みます芸人”サムタイムズ、大須の地元アイドルユニット「ＯＳ☆Ｕ」の方々には、

情報発信力を生かして県内で行われたイベントなどに出演していただき、地域活性化の取

組を行いました。 

(1) サムタイムズの活動状況 

「PLAY! AICHI特派員突撃レポート」として、 

 ・わくわく体験２０１３リニモツアーズ リニモ車両基地体験講座 

 ・大ぽぷかる展 ～愛知ポップカルチャーフェスタinモリコロパーク～ 

 ・Ｂ－１グランプリin豊川、魅力発信！愛知・東三河フェア 

 などをレポートし動画配信しました。 

 (2) ＯＳ☆Ｕの活動状況 

 ・「三河の山里の魅力を再発見」をレポートし動画配信しました。 

【3-2ソーシャルメディアの活用】 

 目標：ソーシャルメディアを活用し、観光・文化芸術・特産品の魅力をきめ細かく伝えます。 

○ ソーシャルメディア利用ガイドラインの改定

職員がソーシャルメディアを利用する際の基本的な考え方や留意すべき事項等をまとめ、

有効に活用できることを目的として「愛知県ソーシャルメディア利用ガイドライン」を策

定しており、新たに、アカウントの運用方針を明示することなど、２５年１０月に一部の改

定を行いました。

○ フェイスブック、ツイッター「あいスポ」

  あいちのスポーツ大会情報を発信するフェ

イスブック、ツイッター「あいスポ」を設けま

した。スポーツ大会情報に併せて地域情報を全

国に発信することで、あいちの観光ＰＲも図り

ました。

  また、車いすマラソンの魅力発信のため作成

した『あいスポ 名古屋ウイメンズホイールチ

ェアマラソンPR動画』などを配信しました。
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○ 三河の山里からの情報発信

 アンテナショップ「どだくさん」及び「三河の山里ふるさとキッチン」について、フェイス

ブックを活用した情報発信を実施しました。

【3-３訴求力の高い観光コンテンツの充実】 

 目標：観光情報の訴求力を高め、国内外からの誘客を増やします。 

○ タイ語でのウェブサイト開設 

タイにおける本県の知名度を向上させるとともに、あいちの魅力を発信し、旅行客やビ

ジネス客等の来訪者の増加を図るためタイ語でのウェブサイト、フェイスブックページを

開設するとともに、動画13本を制作し、２５年１０月に配信しました。 

 Webページは約２３，６００名（３月末累計）の方に閲覧をいただき、フェイスブックに

は約２，８００名（３月末累計）の方に「いいね！」をいただきました。 

・タイ語でのウェブサイト 

 URL：http://www.pref.aichi.jp/kokusai/thai/ 

・フェイスブックでの情報発信 

 URL：https://www.facebook.com/welcometoaichi 

・ネット動画での情報発信 

【3-５魅力が際立つ特産品コンテンツの充実】 

 目標：特産品の魅力を分かりやすく紹介し、人気を高めます。 

○「消費者と生産者の思いを伝える農林水産業」の情報発信 

 「消費者と生産者の思いを伝える農林水産業」の取組推進に向けて、有識者の助言等によ

り品質や活動に特徴のある農林水産物や農林水産業者の取組の魅力を磨き上げる「食と緑

あいちブランド創出事業」の取組事例をインターネットで発信しました。 

（http://www.pref.aichi.jp/0000063808.html） 
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アクションプランの施策項目

項目 解決すべき課題及び施策の展開

4-1研究開発の促進 ・既存産業の高度化・新たな産業の創出を図り、モノづくり拠点として持続的に

発展するために、情報通信技術、高度部材、加工技術など基盤技術をさらに高

めていくことが必要

4-2 スマートモビリ

ティ社会の創造 

・ＩＴＳ世界会議や県内における実証実験の成果などを生かしたＩＴＳの普及・

定着

4-3 情報通信産業等

の誘致・育成 

・情報通信技術をモノづくり産業に繋げることができる人材を地域全体で計画的

に育成することや情報通信産業等の企業誘致が必要

4-4 デジタルコンテ

ンツ産業の育成 

２５年度ポイント

・地元企業と協力し、スマートフォン用コンテンツなどの作成により開発ノウハ

ウの蓄積を促進

【4-１研究開発の促進】 

  目標：情報通信技術を活用した研究開発を促進し、モノづくり産業の高付加価値化を支えます。

○ 農業関連の技術開発

農商工連携の手法を通じ、情報通信技術を活かした農業を振興していくため、植物工場

関連の技術開発として、２５年度は、短期収量予測ソフトを作成し、実際の栽培場面におい

て予測精度の検討を行いました。今後は、精度向上にむけたデータの蓄積及び実用性の検

討を進めていきます。

【4-2スマートモビリティ社会の創造】 

  目標：ITS などの新技術を活用しながら、世界最先端のスマートモビリティ社会をつくります。 

○ 愛知県ITS推進協議会の活動 

愛知県ITS推進協議会の活動の中で、安全・安心に関連した取組を実施しました。 

・ITS安全・安心グループを設置し、交通安全のためのITS活用方策を検討 

・あいちITSワールド2013開催 

・あいちITS大学セミナー開催（２２回） 

○ ITS世界会議への参加 

ITS世界会議東京2013において、「ITS先進県あいち」をアピールするため、ブース出

展を行うとともに、ポストコングレスツアーを実施しました。 

○ 自動車安全技術プロジェクトチーム（ＰＴ）の設置

交通事故の抑止を目指し、産学行政で構成する「自動車安全技術プロジェクトチーム(PT)」

を25年6月に設置し、自動車安全技術に係る研究開発等の現状と課題に関する調査、研

究開発・実証実験及びその支援、普及・啓発の取組を推進しています。 

25年度は、3回の会議を開催し、プローブ情報活用WGを設置しました。 

重点施策４ モノづくりの高付加価値化を支える情報通信産業への進化
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【4-３情報通信産業等の誘致・育成】 

  目標：情報通信産業を含む次世代成長産業の誘致・育成を図ります。 

○ ビジネスマッチングの開催

2５年９月２０日及び２６年３月７日に有望ビジネスマッチング交流会「ビジネスプラン

発表会」を愛知県産業労働センター（ウインクあいち）で開催しました。 

  交流会では、情報通信分野を含む起業家や新分野進出企業等計１８社がビジネスプラン

を発表し、これらの企業に対する融資、投資、生産、販売等の事業提携を希望するビジネス

パートナーと出会うきっかけとなりました。 

○ 情報通信産業等の立地 

産業立地サポートステーションにおいて、情報通信分野を含む次世代成長産業などの情

報収集を行うとともに、２１世紀高度先端産業立地補助金、新あいち創造産業立地補助金、

産業立地促進税制を活用しながら、立地を図っています。 

２５年度は、以下の情報通信分野に該当する投資を補助対象事業として採択しました。 

 補助対象企業：エスツーアイ㈱ 

 投資概要：製造業向け生産管理ソフトウェア等の開発事業場の建設 

 補助金名：新あいち創造産業立地補助金 

【4-４デジタルコンテンツ産業の育成】 

  目標：デジタルコンテンツ産業に着目し、積極的な取組を開始します。 

○ ＡＲコンテンツ「ゆるキャラの森」  ２５年度ポイント

 愛・地球博記念公園（モリコ

ロパーク）内に県内市町村等の

「ゆるキャラ」たちのＡＲコン

テンツを配置することにより、

スマートフォンアプリを通し

て、園内施設を案内したり、記

念撮影を行うことができる取

組を実施しました。

（http://www.yurumori-aichi.com/） 
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アクションプランの施策項目

項目 解決すべき課題及び施策の展開

5-1 情報社会の安全

性・信頼性の確保 

・インターネット空間におけるマナーの向上やメディアリテラシーの強化

・インターネット利用者の情報セキュリティに対する意識向上

・不当請求・架空請求などの被害防止のための啓発の強化

5-2 情報セキュリテ

ィの徹底 

・県が保有する個人情報など重要な情報資産、情報セキュリティの徹底が必要

5-3 アクセシビリテ

ィの確保 

・インターネット未利用者の不利益拡大の防止

・日本語がわからない外国人にも配慮したＷｅｂサイト作りが必要

5-4 地理的情報格差

の解消 

・三河山間地域を中心とした携帯電話の不感地帯解消

【5-1情報社会の安全性・信頼性の確保】 

 目標：ネット犯罪の防止や情報モラルの向上を図り、安心できる情報社会にします。 

  ○ サイバー犯罪防止講話の開催

県内の小・中学校や高等学校、県民や企業などに対し、関係機関と連携して「サイバー犯

罪防止講話」を開催し、インターネット上の掲示板などに誹謗中傷となる書き込みをしな

いといった情報モラルの徹底と情報セキュリティ向上のため広報啓発活動を実施していま

す。２５年度は、サイバー犯罪防止講話を １,７６８回実施しました。
    県警Ｗｅｂページ ～サイバー犯罪防止講話のご紹介～

（http://www.pref.aichi.jp/police/anzen/cyber/boushi.html） 

○ 安心ネットインストラクターによる普及・啓発活動

ネット社会の危険な現状を、安心ネットインストラクターが講師となって保護者や地域

の人々に対して普及・啓発し、インターネット上のいじめや犯罪被害を未然に防止してい

きます。２５年度は、普及・啓発活動を２６回実施しました。

【5-2 情報セキュリティの徹底】 

 目標：情報セキュリティの徹底を図り、県庁が保有する重要情報を守ります。 

○ 標的型攻撃メール全庁セキュリティ訓練

職務に関係ある案件をかたった標的型攻撃メールによる情報流出を防止するため、新た

に、セキュリティ訓練を行いました。

２５年度は、全所属を対象に、抽出した一部の職員あてに偽メールを送信し、適切な措置

を行うかを確認する訓練を３回実施しました。

重点施策５ 信頼のおける情報通信社会への進化
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【5-3アクセシビリティの確保】 

 目標：だれもがICTの恩恵を受けられる情報社会にします。 

○ 日本語トップページの自動翻訳

ネットあいちを日本語がわからない外国人にも利用可能なWebサイトにするため、日本

語トップページの自動翻訳(英語）機能を追加しました。

【5-4地理的情報格差の解消】 

 目標：三河山間地域において、携帯電話を使いやすくします。 

○ 市町村や地元住民の意向を踏まえ、国や通信事業者等への要望・意見反映する取組を行

いました。25年度は、岡崎市、豊田市、設楽町、豊根村、西尾市（佐久島）、瀬戸市で現

況調査を行いました。 
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３ 施策ごとの進行状況

重点施策１ クラウドをベースとした業務システムへの進化

（評価指標）自治体クラウドを構築している市町村数

（目  標）４３市町村（２７年度末時点）

（２５年度末の状況）

・クラウド導入のため市町村をグループ化（基幹系・内部事務系）

・１７市町がクラウド化実施（２５年度末）

（策定時の主な計画） 

1-1自治体クラウドの推進 

・先行自治体のクラウド導入（２４年度～） 

・クラウド導入のための市町村グループ活動を支援（２５年度） 

・各自治体の更新時期に合わせて順次導入(２６年度～) 

1-2 業務システム基盤の再構築 

・大規模システムの個別サーバ化に向けてのシステム及びデータ移行、稼動準備（２５年度） 

・個別サーバを共通サーバ化するための移行調整、仕様等検討（２４～２５年度） 

・共通サーバへの移行開始（２６年度～） 

1-3 業務システムの開発・改修 

・税務システムの試験・稼動開始（２５年度） 

・予算編成システムの二次改修及び稼動、財務システム、公有財産管理システム、建設行政情報シ

ステム及び建設資産管理システムの稼動（２５年度～） 

・職員採用試験システムの運用（２５年度～） 

・物品調達におけるオープンカウンタの対象範囲の拡大（２３年度～） 

1-4 携帯情報端末を活用した業務改善 

・知の拠点あいちの施設案内用の携帯情報端末の運用 (２４年度～) 

・事業説明会・用地交渉現場における地権者説明に動画活用(２４年度～)  

・タブレット端末の行政事務への利用検証 (２５年度～) 

1-5 業務システム調達プロセスの改善 

・全庁システム調査（毎年度） 

・適正化事業としてシステム開発・改修について支援（毎年度） 

1-6 情報通信基盤の強化 

・地方機関の回線変更（２3年度～） 

・光回線への切替が可能となった県立学校について光回線化(２3年度～) 

・教員・職員への一人一台パソコンの全員配備に向けた取組(２3年度～) 

（施策の趣旨及び課題） 

本施策は、クラウドコンピューティングなどの新技術を生かすことによって、効率的で災害に

強い業務システムを確立するために展開しています。 

市町村のシステムのクラウド化については、既存のシステムからの円滑な移行や業務の負担を

軽減するために、県がアドバイザーとなり、市町村同士での共同での検討や先行団体の実施状況

の情報を共有していくことが重要です。 

県庁内の業務システムについては、庁内クラウドの構築を進めるとともに、各システムの見直しを

行うことで、システムの適正化及びＩＴ経費の低減化を進めていくことが必要となっています。
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重点施策２ 暮らしに役立つ行政サービスへの進化

（評価指標）「ネットあいち」（トップページ）のアクセス件数

（目  標）１，０００万件（２７年度の件数）

（２５年度末の状況）

・約８３３万件（２５年度計、全国４位） 参考：２４年度＝全国４位

２０年度からの「ネットあいち」（トップページ）のアクセス件数推移と目標年度の件数

(万件) 計画期間

目標

（施策の趣旨及び課題） 

本施策は、高度なICT環境を生かして県民生活の不安を解消していくために展開しています。 

県が発信する情報の総合的な窓口である「ネットあいち」を、より親しみやすいものとしてい

くとともに、県民が必要とするコンテンツを更に充実する必要があります。 

「ネットあいち」（トップページ）の２５年度の年間アクセス件数が前年度の微増に留まって

おり、目標を達成するためには一層魅力のあるWebサイト作りが必要です。 

また、広報活動の手段として動画サイト、デジタルサイネージ及びインターネットラジオなど

新たなＩＣＴ技術を活用し、利用する視聴対象の層に合わせてより効果的にＰＲしていくこと

が重要です。 

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

アクセス件数 6,733,862 6,381,558 7,350,814 8,081,346 8,138,168 8,326,650 8,950,000 10,000,000

600

700

800

900

1,000

1,100

★ 目標

計画期間
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（策定時の主な計画） 

2-1 楽しさを視点に置いた「ネットあいち」のリニューアル 

・LOVEあいちサポーターズからの応援メッセージを追加（２３～25年度） 

・PLAY! AICHI特派員による魅力発信及び特派員の拡充（適宜） 

・「ワクワクあいち」のコンテンツの拡充（２４年度～） 

・クロスメディア・メディアミックスなど発信する内容に応じた効果的な広報媒体・形式の活用を

検討（２4年度～） 

・新しいソーシャルメディアによる情報発信の検討（25年度～） 

2-2 ネットコンテンツの充実 

・「ネットあいち」に県民の方の関心の高い情報の追加（25年度～） 

・愛知県図書館電算システムの更新(2５年度)、連携するための市町村図書館への説明会実施（25

年度～） 

・あいちの空港を紹介する動画及びＱＲコード等を利用し、空港の利便性の高さをより広く発信

（25年度～） 

2-3 安全情報伝達体制の強化 

・ツイッターを用いた防災情報など周知の促進（随時） 

・ＡＥＤマップへの登録の働きかけ（随時）、同マップの表示・入力項目の改修（25年度） 

・地震や洪水情報など防災メールサービスの普及拡大（25年度～） 

2-4 ICTを生かした教育の充実 

・校務支援システムの運用（2５年度～） 

・「あいちの学校連携ネット」の運用・ＰＲ（2４年度～） 

・県立高校での電子黒板・プロジェクタの活用（24年度～） 

2-5 地域に応じた医療福祉体制の構築 

・へき地医療支援システムに係る経費の補助（継続） 

・がんセンター中央病院における電子カルテの運用及び他の県立病院での導入検討（25年度） 

重点施策３ デジタルコンテンツで加速する地域ブランディングへの進化

（評価指標）「感☆動！あいち」の動画へのアクセス件数

（目  標）５０万件（２７年度までの累計）

（２５年度末の状況）

・約３１万件（「感☆動！あいち」開設後の２５年度末までの累計）

・アクセス件数の多い動画（「デート de 知多あるき」、「あいちの離島ＰＲ大作戦」、

「愛知の“こだわり特産品”ＣＭ及びお笑い特産品動画」）
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（策定時の主な計画） 

3-1 「PLAY! AICHI プロジェクト」の推進 

 ・PLAY! AICHI 特派員と協力し、新しいＩＣＴ技術等も活用しながら、愛知県の魅力を発信して

いく（24年度～） 

3-2 ソーシャルメディアの活用 

・ブログサイト「三河の山里だより」を県交流居住センターWebページで発信（24年度～） 

・「あいちの山里で暮らそう ８０日間チャレンジ」（２4 年度）の継承事業として、三河山間市町

村が委嘱する「地域おこし協力隊員」を「あいちの山里で暮らそうチャレンジ隊」に認定し、フ

ェイスブック等を活用した情報発信を実施（2６年度～） 

・ソーシャルメディアの活用指針の運用（25年度～） 

3-3 訴求力の高い観光コンテンツの充実 

・新技術を活用したコンテンツの運用を踏まえたノウハウの情報提供（24年度～） 

・県内で開催されるイベントにAR技術などを活用（25年度） 

3-4 親しみやすい文化芸術コンテンツの充実 

・愛知県陶磁資料館（25年6月から愛知県陶磁美術館に名称変更）、所蔵品・展示会情報等の検

索システムの開発及び稼動（25年度） 

・愛知県図書館電算システムの更新（2５年度）、愛知県図書館Webサイトリニューアル（25年

度） 

・文化財ナビ新規指定・登録データの追加（随時） 

3-5 魅力が際立つ特産品コンテンツの充実 

・「消費者と生産者の思いを伝える農林水産業」の取組を推進するとともに、モデル事例をインタ

ーネットで発信（２５年度～） 

・食や農林水産業に関するWebコンテンツの効果的な情報発信（2４年度～） 

3-6 企業等との連携による情報発信力の強化 

・中日本高速道路株式会社との包括協定に基づき三河山間地域の情報を発信(2４年度～) 

（施策の趣旨及び課題） 

本施策は、高度なICT環境を生かしながら地域資源の情報発信力を強化し、国内外で存在感

ある地域ブランドを構築していくために展開しています。 

近年、行政の分野においてコンテンツ作成により雇用対策や地域振興を図る様々な試みが

行われていますが、今後、継続して地域の情報を魅力ある形で発信していくために、情報発

信してもらえる協力者と連携するなど検討していく必要があります。 

また、地域イベントと連動してICTの特性を生かしたコンテンツを作成し、より効果的な情報

発信を行っていく必要があります。
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重点施策４ モノづくりの高付加価値化を支える情報通信産業への進化

（評価指標）あいちベンチャーハウス入居企業の成長率（売上高前年度比増加率10％以上）

（目  標）目標達成企業が50％（毎年度の割合）

（２５年度末の状況）

（対象企業中で売上高前年度比増加率10%以上の企業）   １１社

                         ＝ （５５．０％）

（あいちベンチャーハウスで２期以上決算を組めた対象企業）  ２０社中

（策定時の主な計画） 

4-1 研究開発の促進 

・「知の拠点あいち」重点研究プロジェクトの実施（試作品開発、商品化、特許出願等）（継続） 

・情報通信技術を活用した農業振興など東三河地域で企業サポート事業の実施（25年度～） 

・施設園芸収量予測ソフト実用性の検討(24年度～) 

・「あいち地球温暖化防止戦略2020」に基づき、再生可能エネルギーと省エネ化によるゼロカー

ボンライフへの取組を推進（25年度～） 

4-2 スマートモビリティ社会の創造 

・実証実験受入環境整備、実証実験成果の普及（継続） 

・あいちITSワールド等によるITSの普及啓発活動の実施（継続） 

・交通事故情報の発生状況を基に、経路上の事故多発地点の情報提供をするための光ビーコンの更

新及び整備を実施（24年度～） 

・ITS世界会議 東京2013へのブース出展及びポストコングレスツアーの実施（25年度） 
4-3 情報通信産業等の誘致・育成 

・２１世紀高度先端産業立地補助金、新あいち創造産業立地補助金及び産業立地促進税制の運用

（２4年度～） 

・新学習指導要領における情報通信関連技術の習得に係る年間指導計画の実施（25年度～） 

・有望ビジネスマッチング交流会の販路開拓支援（24年度～） 

4-4 デジタルコンテンツ産業の育成 

・AR「あいちの野鳥観察広場」、AR「万博アルバム」（24年度～） 

・「AR未来科学技術体感ルート」のARコンテンツを、リニモ利用促進イベント（リニモウォー

キング等）との連携により紹介し、利用を促進（24年度～25年度） 

・愛知デジタルコンテンツコンテストの実施及び優秀作品の県庁動画サイトへの掲載（継続） 

（施策の趣旨及び課題） 

本施策は、情報通信関連製造業が次世代自動車など本県の強みであるモノづくりの高付加価

値化を支えていくために展開しています。 

情報通信技術に関連する研究開発などを行う優れた人材・企業の育成や誘致などを促進し、

モノづくりを持続的に発展させていくことが必要です。 
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重点施策５ 信頼のおける情報通信社会への進化 

（評価指標）情報セキュリティに関する研修の受講人数

（目  標）前年度実績値を超える人数（毎年度の人数）

（２５年度末の状況）

・本庁全課室及び全地方機関に置いた情報化リーダーに対して研修を実施

３８７名（２５年度実績）    参考：２４年度＝３８４名

・他に新規採用（３７５名）、キャリアマネジメント研修（中堅職員対象）（２１９名）、

その他職員研修でも研修を実施

（策定時の主な計画） 

5-1 情報社会の安全性・信頼性の確保 

・愛知県インターネット・サービスプロバイダ防犯連絡協議会総会等の開催（継続） 

・教育委員会と警察本部が連携したサイバー犯罪防止対策の実施（23年度～） 

・県内の重要インフラ企業に対し、広報啓発活動を実施（23年度～） 

・大学生サイバーボランティアによるサイバーパトロールや講話の実施（24年度～） 

・デジタルコンテンツに係る不当請求等に対して「あいち暮らしっく」、消費生活情報サイトによ

る啓発及び消費生活相談を実施（23年度～） 

・「インターネット利用安全・安心講座」の開催（23年度～2５年度） 

・「安心ネットインストラクター養成講座」の開催（23年度～24年度） 

・愛知県教育委員会道徳教育総合推進サイト「モラルＢＯＸ」での情報モラル教育実施及び関連情

報の掲載（２３年度～） 

5-2 情報セキュリティの徹底 

・セキュリティ監査及び指摘事項の改善（継続） 

・安心ネットインストラクターによる情報モラルの啓発活動（23年度～2５年度） 

・職務の級ごとの職員向けの情報セキュリティに関する研修及び職場ごとの情報化リーダーに対

する情報セキュリティ研修の実施（継続） 

5-3 アクセシビリティの確保 

・県の公式Webサイトについては、基本的にWeb作成支援システム（ＣＭＳ）により作成する

（継続） 

・三河山間地域において、情報通信基盤を活用し集落等に対する情報発信などのあり方を市町村と

ともに検討（継続） 

・ネットあいちの日本語Ｗｅｂページの自動翻訳機能（英語）の追加検討（25年度） 

5-4 地理的情報格差の解消 

 ・三河山間地域における移動通信の整備は、地元自治体の要望に併せて対応（継続） 

 ・離島における通信環境について、通信事業者及び地元自治体に聞き取り調査を実施（継続） 

（施策の趣旨及び課題） 

 本施策は、多様な主体と連携しながら、情報通信社会の安全性を高めるとともに、インター

ネット等の未利用者の不利益を軽減するために展開しています。 

 近年、急速に情報化が進んでおり、サイバー犯罪の手口もまた高度化・多様化しています。

インターネット利用者やスマートフォンなどの通信機器を狙った攻撃も増えていることから利

用上の注意喚起をしていく必要があります。 

 インターネットを幅広い人々が利用する情報社会においては、誰しもが同じ様に情報を取得・

発信できることが重要であるため、アクセシビリティの確保やデジタルデバイドの解消が求め

られます。
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４ まとめ 

第２章は2５年度に実施した主な取組について報告し、第3章は課題の確認や施策の進行

状況について記載しました。本章では2５年度末時点でのあいちＩＣＴアクションプラン２０

１５全体の総括を行います。 

また、最近のＩＣＴ環境を取り巻く大きな変化として、アクションプランにも記載されて

いる「社会保障・税番号制度」について２５年５月２４日に国会で法律が成立したことから本

章で触れていきます。 

（１）総括 

アクションプランの策定以降、取組の成果として、動画を始めとするネットコンテンツの

拡充やソーシャルメディアが情報発信ツールとして活用され始めてきていることが挙げられ、

近年の新しい動きと言えます。 

 アクションプランでは、５つの重点施策の下、１４４項目の施策展開の方向性を設定してい

ます。総括する上で、それぞれの項目ごとに進行状況の評価とコメントを下の表にまとめまし

た。 

※評価は、「順」＝順調に進行している、「遅」＝予定より遅延又は取組が不十分である、「未」＝

未着手の項目数を表します。 

重点施策 評価 コメント 

１ クラウドを

ベースとした

業務システム

への進化 

順 22 
 クラウド化や業務システムの開発・改修等は計画通りで

あり、施策全体として順調に進んでいます。 

遅 0  - 

未 ３ 

①共通サーバシステム第二段階、②業務システムのパブリ

ッククラウド化、③共通番号制度への対応 

→2６年度以降に実施する項目であり、今後、計画的に実

施します。 

２ 暮らしに役

立つ行政サー

ビスへの進化 

順 38 

 本県の地域情報を発信するＷｅｂサイトやコンテンツの

充実を図りました。また、安全情報・教育・地域医療にそ

れぞれＩＣＴを活用した取組が開始されました。 

遅 1 

県公式Ｗｅｂサイト「ネットあいち」リニューアルによる

利用者の増 

→スマートフォン表示に対応するため、２５年度にトップ

ページの対応を行いました。今後は、下層の各Webペー

ジについても、スマートフォン対応のコンテンツ作成シス

テムの導入の検討を行います。 

未 1 

観光地などの写真を、通信機能付きフォトフレーム用に配

信するなど「面白さ」や「楽しさ」に視点を置いたコンテ

ンツづくり 

→今後、宣伝効果などの検討を行い、コンテンツを充実さ

せていきます。 
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３ デジタルコ

ンテンツで加

速する地域ブ

ランディング

への進化

順 36 

 各種ソーシャルメディアやARなど新しい技術を利用し

た情報発信を行っています。 

 今後も引き続きICT技術を生かして地域の魅力を高め

る取組を充実させていきます。 

遅 0  - 

未 ０  - 

４ モノづくり

の高付加価値

化を支える情

報通信産業へ

の進化

順 25 

 ＩＴＳなどの研究や企業に対する支援を行いました。 

 今後も引き続き、情報通信産業の振興に力を入れていき

ます。 

遅 ０  - 

未 0  - 

５ 信頼のおけ

る情報通信社

会への進化 

順 18 

 県民の方が安全に暮らせるような情報発信やネット犯罪

などを防止する取組を行っています。25年7月に改正愛

知県青少年保護育成条例を施行し、青少年のフィルタリン

グ利用の促進を図るなど、社会環境の変化に対応した取組

を進めています。 

遅 ０  - 

未 ０  - 

合 計 順調13９項目、遅延1項目、未着手４項目 

（２）２６年度以降の展開 

アクションプラン２０１５で策定した計画は、現時点で概ね順調に進行しておりますが、

未着手となっている残りの項目についても、目標年次である２０１５年度（２７年度）に向

けて、計画どおりに取組を進めていきます。 

また、社会環境の変化やＩＣＴを巡る急速な技術進歩などに適切に対応していく必要があ

り、２０２０年度を目標年次とする次期アクションプランの策定に向けた検討をしていく予

定です。 

特に、「社会保障・税番号制度」については、個人番号や法人番号を割当て、「行政運営の

効率化及び行政分野におけるより公正な給付と負担の確保」をし、かつ、「国民が、手続の

簡素化による負担の軽減、本人確認の簡易な手段その他の利便性の向上を得られるよう」に

することを目的に番号制度関連４法が２５年５月２４日に成立し導入されることになりまし

た。 

今後、２７年１０月から個人番号を付番し、２８年１月から個人番号の利用開始、２９年

７月から地方公共団体を含めた情報連携を行うこととされており、地方公共団体においても

制度導入に向けた取組を遅滞なく進めていく必要があります。 

具体的には、関連する業務の見直しや既存業務システムの改修、新たな情報システムの構

築が必要であり、本県としては、庁内関係部局と緊密に連携して計画的にこうした取組を進

めるとともに、県内市町村に対し必要な情報提供や支援をしていきます。 
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（参考）取組を紹介したＷｅｂサイトの一覧 

ワクワクあいち  
http://www.pref.aichi.jp/joho/wakuwaku/ 

愛知県の産業観光、芸術・文化、特産品など紹介しています。 

あいスポ  
http://www.aichi-sports.jp/index.php 

愛知県のスポーツ大会情報や、スポーツ施設、スポーツ合宿地等を紹介しています。 

PLAY! AICHI特派員・地域特派員
http://www.pref.aichi.jp/joho/wakuwaku/movie/index.html 

愛知の観光スポットや特産品、文化芸術などを動画で紹介しています。 

タイ語でのWebサイト 
http://www.pref.aichi.jp/kokusai/thai/ 

旅行客やビジネス客等の来訪者の増加を図るため、タイ語であいちの魅力を紹介しています。

農林水産部Webサイト 
http://www.pref.aichi.jp/nourin/ 

愛知の食や農林水産業に関する情報を紹介しています。 

「ゆるキャラの森」 
http://www.yurumori-aichi.com/ 

県内市町村等の「ゆるキャラ」達が活躍するアプリがあります。 

愛知県警 ～サイバー犯罪防止講話のご紹介～ 
http://www.pref.aichi.jp/police/anzen/cyber/boushi.html 

県警によるサイバー犯罪防止講話の案内と予約方法について掲載されています。 

あいちICTアクションプラン２０１５ 年次レポート（２０１３年度版） 
http://www.pref.aichi.jp/0000063743.html 

２５年度に策定した年次レポートです。 


